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トウモロコシ，大麦及び水稲ホールクロップサイレージの可消化成分の比較
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1　は　し　が　き

当場では1980～1982年にかけて，トウモロコシ，大麦及

び水稲の各ホールクロップサイレージ（Ⅵ私ole Crop Silage

；以下W．C．8．と記す）について．それぞれ乳牛による消

化試験を実施して可消化養分含嚢を求めてきた。その結果

は既往の成績と同様，トウモロコシW．C．8．のTDN含量

が大麦・水稲W．C．8．にくらペて高い値を示すものであっ

た。

そこで，これらのW．C．8．の各成分の消化率及び可消化

量を比較検討して．TDN含量に影響を及ぼしている可消

化成分を明らかにし，大麦・水稲W・C・S・のTDN含量を

高めようとする際の参考にしようとした。

蓑1ホールクロップサイレージの成分組成

2　試　験　方　法

（1）消化試験：乾乳牛3頭を用い．予備期を経てから

連続3日間の全糞を採取した。W．C．8．の給与は朝・夕2

回に分け，飽食できろように十分な量を給与した。

（2）供試W．C．S∴　トウモロコシ，大麦及び水稲の各

W．C．8．は，いずれも糊熟期頃に収穫調製した。

各W．C．8．の成分組成を表1に示した。

（3）分析方法：W．C．S．及び糞の一般成分，NDf，

ADf－は常法により定量し，デンプンはタカジアスターゼ

を用いた重量法により求めた。リグニンはADFを72％硫

酸で処理する方法で求め，NDFとADFとの差をヘミセ

ルロース，ADf－とリグニンとの差をセルロースとした。

WC・S・　　　熟期　乾物有機物粗蛋白質粗脂肪NFE粗繊維デンプン；誓芸苫＿芸リグニン

トウモロコ弓；；：≡芸～熟侶；：言；：：；；：て；：；；；二日：二日；二言…‡二日；：；三二：
19帥年　糊　熟　期　29．0　90．3　10．0　　3．6　45．1　31，6　12・5　21・7　32・9　　6・6

大　　麦i㌫年槻熟期　23．7　89．0　8．6　2．9　46．8　30．717．120．9　30．0　5・3

水　・稲1982年　糊～黄熟期　30．9　84．6　　6．4 2．7　　48．1　27．4　　23．4　19．8　　26．2　　5．0

3　結果及び考察

（1）消化試験時の採食量

消化試巌時のW．C．S．の採食量を表2に示した○

物採食量の体重比も各W．C．8．ごとにはば一定の値を示し

ていることから，自由採食での最大量を採食していたもの

と考えられる。そして，50毎給与時の採食率や乾物採食量

の体重比の値から，トウモロコシW．C．S・の消化性や嗜好

給与量が年度により異なってはいるが，乾物採食量，乾　性が大麦・水稲W・C・8・より優れていることが推察された。

麦2　消化試験時の乳牛のホールクロップサイレージ採食量

現　物　（たわ
W C．S．

給与量　　　採　食　量 讐覧量（％）乾物採食量（切　乾物讐景品）

1980年　　仙0　　　44．3土3．9　　　73．8土6．5　　11・3士1・0　　　1・9土0・1

トウモロコシ1981年　50．0　　　46．9土1．6　　　93．9士3・2　　11・7±0・4　　1・8士0・1

1980年　　40．0　　　36．1土1．9　　　90．2土　4．8　　10・5士0・6　　　1・5土0・1

大　　麦i蒜年　50．0　　42．4土2．7　　84．9±5．3　10．0士0．6　　1・3土0・2

水　　　稲1982年　　50．0　　　　39・2土6・0 78．5土11．9　　　12．1土1．9　　　1．5土0・2
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（2）各成分消化率

消化試射こより得られたW．C．S・の各成分消化率を表3

に示した。

トウモロコシW．C．S・の粗蛋白質を除いた他の成分の消化

率は，大麦・水稲W，C．S．より高い値となった。大麦W・C・S・

は，NFE，粗繊維とりわけヘミセルロースで，水稲W．C．8．

は粗蛋白質，粗繊維でそれぞれ低い消化率となった。

一方，ヂンプンはどのW．C．8．も卯％以上の高い消化率

を示し，乳牛においても消化性の高い成分であろと思われ

た。しかし，表4に示したように，W．C．S．単一給与W．

C，8．とグラスサイレージを組合せての給与とではデンプ

ンの消化率に差がみられ．他の粗飼料と組合せて給与する

ことで消化率が低下した。これは，W．C．S・とグラスサイ

レージを朝・夕別々に給与したため，第1胃内の微生物，

細菌類の活性が低下したことによるものと考えられる。

以上のことから，大麦・水稲W．C．8．の構造性炭水化物

の乳牛による消化性が，トウモロコシW．C．8．にくらペて

劣っていることが明らかであった。

表3　乳牛によるホールクロップサイレージの各成分消化率 （％）

wc．S．　　　有機物粗蛋白質粗脂肪　NFE　粗繊維　デンプン；ミ三笠セルロースリグニン

トウモロコ弓；；：≡：；二：；；：i　…；：；；喜：；：…：；；告　…：二…：…二…　…三：；

大　麦；；；て≡；：二；……二：：：：；；喜：喜‡；二；；‡：三；；：…；…：三1…：；

水　　　稲1982年　58．5　　44．1　71．1　66．1　47．1　90・5　　50・9　　51・6　10・8

蓑4　乳牛によろデンプン消化率　　　　（％）

グラスサイレ

WC．S．　　　　　単一給与時　　　　　－ジとの組
合せ給与時

トウモロコ弓；；て芸；告：3：い9晰83・7土4・8

大　麦：；；：芸；‡：嵩て1982年84・3土1・9

（3）可消化成分含量

W．C．8．の可消化成分含延は，表5に示したように消化

蓑5　ホールクロップサイレージの可消化成分含量

率の影響を受けた結果となった。すなわち．トウモロコシ

W．C．8．のNFE，粗繊維の可消化含虫そして可消化のヘ

ミセルロース．セルロース含量が高い値となったのに対し，

大麦W．C．S．では可消化NFEとりわけ可消化ヘミセルロ

ースが低く，水稲W．C．8．では可消化粗繊維とりわけ可消

化セルロースが低い値となった。

可消化デンプン含量は，どのW．C．8．も高い消化率であ

ったのでデンプン含有率とほぼ同じ値で現われていた。そ

れゆえ，高刈りによりデンプン含有率を高める万策はTD

N含量を高める上で有効と思われた。

（％D址）

wc．S．　　　有機物粗蛋白質粗脂肪　NFE　粗繊維　デンプンニミ三笠セルロース　TDN

トウモロコ弓；；：芸　…；：；；二；；：；ミ；：；三三：‡；…二；；；二；；：：；…三二三

大　麦；；；：≡；…：；…二；…二三　……：て；ミ：去；：：i；：三：；：三；；：；

水　　　稲1982年　49．5　　2．8　1．9　　31．8　12．9　　21．2　10・1　13・5　　51・8

4　ま　　と　　め

（1）デンプンの消化率はどのW．C．8．も90％以上の高い

値であったが，大麦・水稲軋C．S・のセルロースをはじめ

とする構造性炭水化物の消化率はトウモロコシW・C・S・に

くらべて低い値であった。

（2）各W．C．8．の成分組成に顕著な差がみられなかった

ことと上記の結果から．大麦・水稲W．C．8，の構造性炭水

化物の可消化含量はトウモロコシW．C．8，より低かった。

－（3）以上のことから，大麦・水稲両W．C．S．のTDN含

壷を高めるためには，デンプン含量を高めること，構造性炭

水化物の消化率を高めることが必要であると考えられた。




